
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

富山市長

提出者
住所富山市海岸通3番地
氏名三菱ケミカル総富山事業所
事業所長久保田喜文

電話番号 076-437-1510

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 2022年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書
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投入処分を行、
廃棄物の量

※事務処理欄

フ,394 t

286 t

78 t

全処理委託量

t
優良認定処理業者への
処理委託量

項目

t

2,075 t

生利
理

定熱
理

用業
委

t

認定熱回収業者以外の
1迅回収を行う業者への
理委託量

目標値

回収業者への
委託 量

者
託

J^

53,193 t

1,946 t

4,805 t

(日本産業規格 A列4番)

の
量

再
処

認
処

う
自
璽

自
産

ら
業
自
産

ら
洋
業
海
産



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

7 ら中間処理によ辧
量した量

①

排出量

2.1

③十⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行0た量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩

⑩全処理委託量

実繊値

Ⅱ憂、認疋処理ぎ,
処理委託量

1 再生利用業者への処理
手菟量

燃え売豊

2.1

自ら直按埋立処分又壯
海洋投入処分Lた量

③

13熱回収認定業'、への処
理委託最

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0,0

2.1

自ら中間処理
した量

0.0

への

0.0

2.1

④のうち熱回収
を行った量

⑤

2.1

2.1

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

2,1

0.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら中問処理した後
再生利用した最

⑧

0.0

⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託最

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑪

⑩のうち熱回収認定
奬者以"の熱回収を
1テう業者'への
処理委託量

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又ほ
海洋投入処分Lた魚

⑨

2.1

直按及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち再生手リ用
業者への処理委託量

(
器
N
旦

、
⑫

、
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

ら再生利用を2 + 8 冨

1テつた量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ・ら中間処理により減
量した量

①

排出量

4,787.3

3 + 9.ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩

自ら直接
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託呈

実績値

Ⅱ憂認疋処理、*ゐへの
処理委託量

4,787,3

⑫再生利用業者への処理
丞菟心

汚泥

白ら直按埋立処分又は

海洋投入処分Lた量

③

13熱回収認疋
理委託量

0.0

2,585.フ

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

2,818.3

1,937.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
117.8

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

自ら中問処理
した量

1,969'0
④

0.0

2,818.3

ーへの処

④のうち熱回収
を行った量

⑤

⑪

898.2

2,585.フ

117.8

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥
32.0

自ら中冏処理した後
再生利用した量

⑧

14.1

⑩のうち熱回収認正
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

14.1

自ら中剥処理によ
り減量Lた量

⑦ 1,937.0

898.2

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

@

⑳のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び唐ら
中冏処理した後の
処理委託量

(
驗
N
副
)



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2十⑧ら再生利朋を
行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

7 ら中闇処理により淘
量した量

①

排出量

23.0

③+⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実繊値

11 奏司忍定処理業名への
処理委託量

23.0

廃油

⑫再生利用業者への処理
委託量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分Lた量

③

13,迅回収認疋美乍への処
理委託量

0.0

@

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
1テう業者への
処理委託量

フ,1

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理手託量

0.0

0.0

白ら中問処理
した量

④

0.0

23.0

④のうち熱圓収
を行った量

22.8

3.0

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

10.1

自ら中問処理Lた後
再生利用した最

フ' 1

自ら中澗処理によ
切波量した量

⑦

宝ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託逢

⑫

直接及び穿ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩
23.0

@のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
10,1

3.0

⑩のうち優良認定
処垤業者<の
処理委託量

⑪

22.8

(
驗
N
圖
)
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2+8 ら再生利用を
1テつた量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

フ_ら中問処理により拶
量した量

排出量

30.4

3+9 拘ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

白ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実糸貰イ直

1 憂・認疋処理業'
処理委託量

30.4

⑫再生利用業者への処理
委モ畏

廃酸

自み直接堤立処分又け
海洋投入処分Lた最

③

1 熱回収認正・、、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

への

④

0.0

30.4

④のうち熱回収
を行った量

⑤

30.4

29.4

向ら中朋処理Lた
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中間処理した後
再生利用した暴

⑧

0.0

30.4

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託最

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中問処理Lた後
良ら埋立処分又は

海洋投入処分Lた量

⑨

⑪

30,4

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫
29.4

直按及び密ら
中問処理した後の
処理委託燈

@

⑩
⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回坂き
行う業者への
処理委託量

(
驗
N
圖
)



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十8 ・ら再生利用を
1テつた是、'

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

7 自ら中間処理により減
量した量

排出量

H3.3

3十⑨ヒら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実繊値

Ⅱ妾認正処理普二ーへの
処理委託量

113.3

廃アルカリ

1 再生利用業者への処理
委託量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

⑬熱回収認正業、イへの処
理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託最

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0,0

⑪

0.0

白ら中間処理
した量

④

0.0

H3.3

④のうち熱回収
を行った量

⑤

H3.3

52.8

自ら中間処哩した
後の残さ量

9.0

自ら中問処理した後
再生利用した最

48.4

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中間処理した後
向ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

叫のうち熱回収認足
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託最

48.4

9.0

H3,3

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び向ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩

⑭

H3.3

52.8

⑩のうち熱回収認寔
業者への処理委託最

⑬

(
器
N
島
)

⑧

⑥



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1丁った昂!

項舜

⑤自ら熱回収を行0た量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

7 ら中間処理により1.'
量した量

①

排出量

546.フ

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

398.0

546.フ

自ら直接
再生利用した量

⑩全処理委託量

実績値

⑪墨、認疋処理業
処理委託量

546.フ

廃プラスチック類

1 再生利用業者への処理
委託量

自ら直接埋立処分又は
降樺投入処分した量

③

⑬熱回収認疋業者への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

@のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬
75.8

官ら中問処理
した量

0,0

ーへの

0.0

546.フ

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

348.2

398.0

向ら中問処理した
後の残さ量

⑥

75.8

自ら中問処理した後
再生利用した簸

⑧

66.3

⑳のうち毎良認寔
処理業者への

処理委託母

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

66.3

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

348.2

⑭

⑳のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩

(
驗
N
邑

②

面



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十⑧・ら再生利用を
行0た量

項甚

⑤自ら熱回収を行0た量

(産業廃棄物の種類

フ・ら中問処理により'
量した量

排出量

174.9

③十⑨ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 ⑩のうち熱回収認寔

業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

尖績1直

Ⅱ墨認疋処理業
処理委託量

174.9

木くず

⑫再生利用業者への処理
委託最

自ら謹按埋立処分又け

癌洋投入処分いこ量

③

I ×,回収え忍疋、で、ヨへの処
理委託量

0.0

5.0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中冏処理
した量

0,0

ーへの

④

0.0

174.9

④のうち熱回収
を行った量

⑤

5.0

174.9

自ら中間処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理した後
再生利用Lた量

⑧

0.0

自ら中悶処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した靴

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理した後の
処理委託鐵

⑩

⑭

174.9

174.9

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

(
選
N
風
)

①



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

行った量

工頁目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

ら再生利用を

7 ら中間処理により'
量した量

①

排出量

103.5

③十⑨ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑪

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実頚値

11 妾認正処理業、、への
処理委託量

103.5

金属くず

1 再生利用業者への処理
丞託心

自ら直接埋立処分又け

海洋投入処分Lた量

③

⑬;1、1回収認疋業、への処
理委託量

0.0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

103,5

④のうち熱回収
を行った量

⑤

103.5

103.5

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中開処理した後

再生利用した量

⑧

0,0

自ら中制処理によ
り減量Lた量

⑦

⑪

103.5

声ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した最

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理Lた後の
処理委託最

⑩
103.5

103.5

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

(
肱
N
圖
)

⑨
=



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十8 自ら再生利樹を
1丁った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ・ら中間処理により痴
量した量

①

排出量

6,3

③十9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託最

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実糸責イ直

憂・認疋処理業・
処理委託量
⑫再生利用業者への処理
委託量

ガラスくず・コンクリートくず及び闊磁噐くず)

6.3

自ら謹接埋立処分又け
海洋投入処分Lた量

③

⑬奔ι回収i召疋・ι・への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

への

④

0.0

6.3

④のうち熱回収
を行った量

⑤

6.3

63

自ら中間処理した
後の残さ暴

⑥

⑪
0.0

自ら中問処理した後
再生利用Lた量

⑧

0.0

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑳のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託驫

6.3

自ら中問処理Lた後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑪

⑩のうち再生冽用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理した後の

処理委託鼠

⑩
6.3

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

6.3

(
驗
N
邑



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十⑧ら再生利用を
行った量

項昌

⑤寿ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

フ.ら中闘処理により加
量した量

①

排出量

0.5

3十⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 四のうち熱回収認定

業者以外の熱回収を
1テう業者への
処理委託塑

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

尖叢町直

U 妾0認正処理業、iへの
処理委託量

0.5

がれき類

1 再生利用業者への処理

委託量

0.5

倦ら直按埋立処分又詫
侮洋投入処分Lた最

③

玲熱回収認疋1、・、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

0.5

④のうち熱回収
を行った量

⑤

0.5

0.5

⑪

自ら中問処理Lた
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理Lた後
再生冽用した量

⑧

0.0

白ら中間処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した最

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び月ら

中問処理Lた後の
処理委託量

⑩
0.5

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

0.5

⑩のうあ優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

(
肱
N
圖
)



計画の突施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2+8 ら再生利用を
行った量

工貝目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

7 ら中間処理によ辧,
量Lた量

排出量

1,505.0

十9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

白ら直接
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託量

実績値

Ⅱ憂、認疋処理業一への
処理委託量

1,505,0

1 再生利用業者への処理
委菟量

ぱいじん

⑭

白ら直接埋立処分又け

海洋投入処分Lた量

③

13熱回収認定業'.、への処
理委託量

0.0

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中問処理
した量

0.0

@

0.0

1,505.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

0.0

1,505.0

自ら中間処理Lた
後の残さ量

⑥

0'0

自ら中問処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

自ら中問処理した後

底ら埋立処分又は
海洋投入処分した是

直按及び自ら
中問処理した後の
処理委託最

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩

1,505.0

1,505.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者八の

処理委託量

⑪

叫のうち熱回収認定
擬者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託最

0.0

(
糟
邑

、
⑫

⑨

3



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

2 + 8.ら再生利用を
行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

7 ら中問処理により加
量した量

①

排出量

2.8

ら埋立処分又は3 + 9

海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託量

実寺貰イ直

Ⅱ'エ、三忍メ丑タ!玉亘旦鮮き
処理委託量
⑫再生利用業者への処理
委菟量

混合物

2.8

2.8

自ら直接埋立処分又は

梅洋投入処分した量

③

11、、回収認定業七への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

由ら中問処理
した量

0.0

2.8

への

④

0.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

2.8

2.8

2.8

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託暴

自ら中問処理Lた後
再生利用した量

⑧

0.0

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

⑪

叫のうち熱回収認正
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託最

宝ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生瓢用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩

2,8

@

有償物量

(
驗
N
圖
)



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出邑

有償物量

2 + 8 ・ら再生利用を
1テつた量

項目

⑤肉ら熱回収を行った量

@袿業廃棄物の種類

7 ら中間処理により加
量した量

排出量

0.8

3 +9.ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑪

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実績値

1 憂、認疋処理・'者への
処理委託量

水銀使用製品産業廃棄物

⑫再生利用業者への処理
委託量

0,8

内ら漉按埋立処分又は

海洋投入処分Lた量

③

⑬熱回収認正業、、、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

0.8

④のうち熱回収
を行った量

0.8

0.8

儀ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中問処理Lた後
再生利用した量

⑧

0.0

叫のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託量

自ら中問処理によ
り減量した量

⑦

虫ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分Lた量

⑨

@

0.8

⑩のうち再生利見
業者への処理委託量

⑫

直接及び白ら

中間処理した後の
処理委託量

⑩
0.8

@のうち熱詞収認定
鞭者への処理委託鼠

⑬

0.8

⑩のうぢ優喪認定
処理業者への
処理委託量

(
驗
N
圖
)

⑤

①



(様式第2号の9)産業廃棄物処理計画実施状況報告書第2面(一覧)

廃棄物の種類

燃

排出量の
目標値

汚

廃

廃アルカリ

廃

泥

廃プラスチック類

油

①排出量

酸

紙

木

4,5472

0.0

繊

<

動植物性残さ

②肉ら直接再
生利用した量

<

442

動物系圖形不要物

維

ず

323

ず

<

1 17.0

4,787'3

2.1

コ
゛

③自ら直接埋
立処分又は海
洋投入処分し
た量

ず

639.6

金

ラス・コン

ず及びr 磁

ム

23.0

属

<

30.4

241.フ

1133

鉱

<

ず

が

5467

④自ら中間処
理した量

動物のふん尿

ず

リー

器くず

さ

れ

動物の死体

174.9

き

い

ぱ

1329

類

⑤自己中問処
理のうち熱回
収を行った量

k銀使用製品産業廃棄

い

混合廃棄物

14.4

じ

1,969.0

人ノ

⑥自ら中問処
理した後の残
さ量

103.5

05

63

注1

注2

注3

計画の実施状況

1,435.1

⑦自ら中問処
理により減量
した量

産業廃棄物排出最の目標値:様式第2号の9の第1面にて実施状況報告のなされた「産業廃棄物排出量の目標値」について集計し記入する。なお値は計のみを入力する。

計画の実施状況.様式第2号の9の第2面にて実施状況報告のなされた「計画の実施状況」①~⑭の量について集計し記入する。

廃棄物の種類:19種類に分類できない記述が報告書にある場合に限り、空欄に報告書に表示された種類を記入する。

計

05

4,0

1,1

1,505.0

32.0

⑧自ら中間処
理した後再生
利用した量

2.8

0.8

1,937.0

⑨自ら中問処
理した後自ら埋
立処分又は海
洋投入処分した
量

フ,296,6

⑩直接及び自
ら中間処理し
た後の処理委
託量

0.0

@加のうち優
良認定処理業
者への処理委
託量

00

2,8,183

2'1

⑫⑩のうち再
生利用業者へ
の委託量

23.0

別添
単位:トン/年

1,969.0

30.4

113.3

2.1

898.2

546'フ

d沌のうち熱
回収認定業者
への処理委託
量

22.8

30.4

174.9

0.0

1133

2,585.フ

2.1

⑭⑩のうち熱
回収認定業者
以外の熱回収
を行う業者へ
の処理委託量

3482

3.0

29.4

32.0

5.0

52β

1 17,8

103.5

398,0

10.1

1,937.0

63

174.9

9.0

14.1

103.5

75.8

05

フ,1

6.3

1、i505.0

0.0

484

103.5

0.5

66.3

2;8

6.3

0.8

0.0

0.5

2.8

5β27.6

ト、 0.8

Ii505.0

2.8 、

1,533.8

0.8

4,864.フ 212.6 135,9

声
nえ



備考

1 翌年度の6月30日までに提出すること。

「事業の種類」の柳には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した剛票
値を記入すること。

第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①~⑪の欄のそれぞれに、a)から(H)に掲げる量
を記入すること。

①①欄当該事業場において生じた産業廃棄物の量

②②欄①の量のうち、中問処理をせず直接自ら再生利用した量

③③欄①の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

④④欄①の量のうち、白ら中問処理をした産業廃棄物の当該中問処理前の量

⑤⑤欄④の量のうち、熱回収を行'つた量

⑥⑥欄由ら中問処理をした後の量

⑦⑦棚④の量から(6)の量を差し引いた量

⑧⑧欄⑥の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

⑨⑨欄⑥の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した最

Uの⑩欄中問処理及び最終処分を委託した量

(1D⑪欄(1のの量のうち、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条のⅡ第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄(1のの量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄(10)の量のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律
第15条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

a4)⑭欄(1のの量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量

第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入するこ
と。

産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2而の例により産業廃棄物処理
計画の実施状況を明らかにした書而を作成し、当該書面を添付すること。

※井永ネ記入しないこと。

2

3

4

(第3面)

5

6

7


